第５部会（都市整備）第６回部会概要

日　時：平成１９年６月１１日（月）午後６時００分～午後８時００分
出席者：小笠原春一、池畠泰彦、平井雅浩、伊奈裕貴、藤田隆、和田浩一、島下幸治
傍聴者：第１部会長　平秀里

事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査、土木公園Ｇ 福地主査
議　題：１．景観条例、緑化条例にについて
　　　　２．外部評価について
１．景観条例、緑化条例について
（１）事前配布した資料により、協議する。

・・・説明主旨・・・　
①条例案策定プロジェクトチーム（以下、ＰＴ）設立について
　・条例案策定には、相当の作業量と専門的知識が必要なこと、運営委員会で「既存計画との整合や既存団体との連携を執り意見反映すべき」付帯意見があったことから、部会以外のメンバーを募り作業を進めたい。第５部会員はＰＴに全員が所属することになる。

　・メンバー招集方法は、事務局からの協力を得て部会長が中心になり進めたい。
・新たに参画するメンバーには、条例制定後の執行も視野に入れ部会員として今後とも活動いただけるよう委員登録のお願いをする。

　・条例案は、ＰＴが策定作業を行い、部会が運営委員会・全体会議に提案し、市民自治推進委員会名で市へ提言される流れで進んでいくと考えている。
　・ＰＴには座長を選任して進行管理していただくこととしたい
②条例案策定目標期限について
　　　・条例の議会提案までの工程表（事務局作成）によると、ＰＴの作業期間は平成２０年第１回定例会の場合では３ヶ月弱であり条例案策定は困難な状況にある。このため、十分な議論の時間を確保するため平成２０年９月開催の第２回定例会に向けて作業を進めることとしたい（作業期間は２月まで確保可能）。
　　③その他

・運営委員会の了承事項として策定手法は部会に任されてはいるが、委員会規約とＰＴの関わりに整理が必要なため、運営委員会と相談し進めていきたい。
（２）主な意見

　　　・部会長案について出席者全員の承認が得られた。
２．外部評価について
（１）事務局からの説明・・・第２部会と合同で受ける
　　　・全体会議で配布された「別紙５、外部評価」による概要説明、及び市が実施している事務事業評価（内部評価）調書を基に説明を受ける。
（２）主な意見
　　　・行政チェックする議会が機能していないので、市民にしわ寄せが来ているのではないか。
　　　　・・・・まちづくり基本条例で市民側からの要求で「市の進める事務・事業に対して検証・提言する」条文を盛り込んでいる。
　　　・内部評価は素人が理解できるよう、解りやすい調書作りが必要。
　　　・内部評価調書で事例のあった「配食サービス」については、サービスを受ける人の判断が一番重要ではないのか。受益を受ける人の意見把握・満足度調査が必要である。

　　　・運営委員会で、外部評価は全ての委員が同じ土俵で行わなければならないと言う意見がある。外部評価の共通した判断、基準が必要。
　　　・運営委員会で評価方法を決めて、マニュアル作りを行った後に、本格的な評価の議論に入ることになる。
　　　・提案を踏まえ、たたき台になるような方法を考え運営委員会で提言したい。

３．次回の議題について

　　①２つの条例策定を並行作業とするか個別に行うか

　　②既存条例との関わりをどのようにするのか
　　③内部評価の方法はどのようにするのか

４．次回開催日について

・第７回部会は、７月３日（火）午後６時から、第１委員会室で行う。
